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 本研究は、バッテリレスの受動型 IoT センシングデバイス
を開発し、ヒトやモノの状態認識技術を創出することを目的
としている。開発した技術について、複数の応用事例に対す
るカスタムメイドのデバイス開発と実証実験を行うことが計
画されている。 
本研究は、バッテリレス IoT センシングデバイス技術の開

発から社会実装までに取り組むものであり、工学的な視点で
重要な研究であるとともに、社会への波及効果も期待できる。
研究計画は具体的で、研究組織はこの分野で高い実績を持つ
研究者から構成されており、十分な研究遂行能力を有してい
る。 

 


